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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

７
月
28
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
高
槻
市
役
所
隣
り
、

各
線
「
高
槻
」
駅
徒
歩
８
分
）

講
師　

小
澤
力
氏
（
西
成
区
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

さ
あ
始
め
よ
う
歯
科
訪
問
診
療

三
島
地
区日

時　

７
月
29
日
（
日
）
午
前
11
時
〜

演
目　

「
瓜
子
姫
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」「
増
補
大
江
山
」

会
場　

国
立
文
楽
劇
場

会
費　

 

大
人
３
８
０
０
円
、
学
生
２
０
０
０
円
、
高
校
生
以

下
１
５
０
０
円

※
事
前
申
込
・
入
金
（
振
込
用
紙
）
が
必
要

文
楽
お
や
こ
劇
場

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

感
染
防
止
に
か
か
る
作
業
や
注
意
点
を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
長
野
会
場

日
時　

７
月
７
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

 

河
内
長
野
駅
前
・
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
３
階
「
ノ

バ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
」

大
阪
市
内
会
場

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

エ
ル
・
お
お
さ
か　

２
階
エ
ル
・
シ
ア
タ
ー
（
地
下

鉄
谷
町
線
・
京
阪
電
鉄
「
天
満
橋
」
駅
徒
歩
５
分
）

堺
会
場

日
時　

７
月
21
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
徒
歩

３
分
）

大
阪
市
内
会
場

日
時　

７
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

保
険
医
会
館
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

江
坂
会
場

日
時　

７
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂
５
階
（
吹
田
市
江

坂
町
１
‐
13
‐
41
Ｓ
Ｒ
ビ
ル
江
坂
）

院
内
感
染
防
止
対
策
（
初
診
料
の
注
１
）
に
係
る
研

修
会
（
会
員
限
定
） 

各
会
場
と
も
会
費　

千
円

▷協会HPから申し込み
▷費用は３カ月で１万円 ※ 協会は情報提供

のみです。

毎月更新 大阪府歯科保険医協会

求人情報サイト

第11回　天神橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

名
前
の
由
来
は
天
満
宮

　

こ
の
橋
が
最
初
に
架
け
ら

れ
た
の
は
文
禄
三
年
（
一
五

九
四
）
の
こ
と
。
当
初
は
橋

の
名
称
は
な
く
「
新
橋
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
豊
臣
秀
吉

の
許
可
に
よ
り
、
橋
付
近
を

通
る
船
か
ら
帆
別
銭
（
ほ
べ

ち
せ
ん
）
や
水
銭
と
い
っ
た

通
行
税
を
と
り
、
天
満
宮
が

管
理
し
て
い
た
。
菅
原
道
真

（
天
神
さ
ん
）
を
祀
る
天
満

宮
が
管
理
し
て
い
た
の
で
、

い
つ
の
頃
か
ら
か
「
天
神

橋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
藤
里
好
古
「
天
神
橋

を
語
る
」『
上
方
』
四
一
号

　

一
九
三
四
年
）。

　

こ
の
橋
と
天
満
宮
と
の
関

係
は
強
か
っ
た
。『
摂
津
名

所
図
会
大
成
』
巻
二
に
は

「
天
神
橋　

古
例
に
よ
り
て

当
橋
皆
造
（
か
い
ぞ
う
）
の

時
、
天
神
の
社
司
、
橋
上
に

於
て
渡
初
の
祈
祷
（
き
と

う
）
執
行
あ
り
。
最
（
も
っ

と
も
）
其
式
厳
（
お
ご
そ

か
）
に
し
て
、
他
橋
に
な
き

一
奇
（
い
っ
き
）
也
」
と
あ

る
。
天
神
橋
の
渡
り
初
め
式

は
天
満
宮
が
斎
行
し
、
他
の

橋
に
比
べ
て
大
掛
か
り
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　

天
神
橋
の
あ
た
り
は
川
面

（
か
わ
も
）
が
広
く
、
夏
の

暑
さ
の
時
は
格
好
の
夕
涼
み

の
場
所
で
あ
っ
た
。「
舟
行

（
ふ
ね
い
）
き　

夏
の
夜
、

小
舟
を
出
し
て
大
川
へ
涼
み

に
行
く
こ
と
な
ど
を
称
し

た
。
明
治
末
年
頃
ま
で
の
天

神
橋
あ
た
り
は
、
今
の
難
波

橋
と
の
間
の
中
之
島
公
園
の

埋
立
て
が
ま
だ
出
来
て
お
ら

ず
、
幅
の
広
い
一
帯
の
大
川

で
、
東
横
堀
や
西
横
堀
、
道

頓
堀
あ
た
り
か
ら
漕
ぎ
出
し

う
ね
ん
じ
ゃ
」
と
踊
る
お
多

福
が
出
現
し
た
。
た
ち
ま
ち

に
大
評
判
と
な
り
見
物
人
目

当
て
の
屋
台
も
出
た
。
警
察

が
張
り
込
む
と
、
本
当
に
お

多
福
が
出
て
き
た
。
捕
ら
え

て
み
る
と
、
屋
台
の
ぜ
ん
ざ

い
屋
に
一
晩
五
〇
銭
で
雇
わ

れ
た
ア
ル
バ
イ
ト
だ
っ
た
と

か
（
三
善
貞
司
『
大
阪
史
蹟

辞
典
』
一
九
八
六
年
）。

　

今
日
の
天
神
橋
は
道
路
の

延
長
と
な
っ
て
い
る
が
、
い

ろ
い
ろ
な
歴
史
が
越
え
て
き

た
橋
な
の
で
あ
る
。

（
帝
塚
山
大
学
非
常
勤
講
師

 
・
伊
藤
純
）

た
涼
み
船
が
、
丁
度
今
の
ボ

ー
ト
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
集

（
一
八
八
五
）
六
月
、
八
軒

家
か
ら
伏
見
へ
向
か
う
汽
船

が
沈
没
し
、
八
〇
名
が
溺
死

し
た
。
何
日
か
後
、
天
神
橋

の
上
で
杓
子
を
振
り
、
細
い

声
で
「
ほ
う
ね
ん
じ
ゃ
、
ほ

ま
っ
て
来
た
も

の
で
あ
る
」と
、

夕
涼
み
の
様
子

を
伝
え
る
（
牧

村
史
陽
『
大
阪

こ
と
ば
事
典
』

一
九
七
九
年
）。

　

天
神
橋
に
は

怪
談
め
い
た
事

件
も
あ
っ
た
。

明
治
一
八
年

天神橋付近は川面が広く暑い夏には
夕涼みが盛んだった　　　　　　　

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
箕
面
市
箕
面
１
‐

１
‐
45
箕
面
阪
急
ビ
ル
２
Ｆ

【
最
寄
駅
】
阪
急
箕
面
線

「
箕
面
」
駅
徒
歩
１
分

【
金
額
】
応
相
談
（
院
長
、

家
族
の
介
護
の
た
め
緊
急
に

閉
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た

め
、
格
安
で
考
え
て
い
ま

す
。）

【
設
備
】
チ
ェ
ア
３
台
、
パ

ノ
ラ
マ
１
台
、
デ
ン
タ
ル
２

台
、
レ
ー
ザ
ー

【
面
積
】
24
坪

【
連
絡
先
】
℡
０
７
２
―
７

２
４
―
５
３
１
１
（
沼
田
歯

科
医
院
・
沼
田
）

歯
科
医
院
譲
渡

【
住
所
】
三
重
県
四
日
市
市

【
最
寄
駅
】
近
鉄
「
中
川

原
」
駅

【
金
額
】
１
、
４
５
０
万

円
、
家
賃
20
万
円
、
保
証
金

３
カ
月

【
設
備
】
設
備
機
器
付

【
そ
の
他
】
レ
セ
２
０
０
枚

（
往
診
な
し
）、
駐
車
場
４

台
、
ス
ー
パ
ー
前
、
１
階
、

内
装
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
済
み

【
連
絡
先
】
０
８
０
―
１
６

２
３
―
１
８
８
８
（
浅
井
）

　

掲
載
は
協
会
会
員
に
限
り

ま
す
。
協
会
は
紹
介
の
み

で
、
掲
載
内
容
の
確
認
や
条

件
な
ど
の
交
渉
は
当
事
者
間

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

歯
科
初
診
料
の
注
１
に
か

か
る
施
設
基
準
の
届
出
は
、

９
月
28
日
（
必
着
）
ま
で
に

必
要
書
類
を
添
え
て
所
定
の

様
式
に
て
近
畿
厚
生
局
ま
で

届
出
が
必
要
。
届
出
が
無
い

場
合
は
、
10
月
か
ら
初
・
再

診
料
が
減
点
と
な
る
。

初
診
料
の
注
１
届
出

厚
生
局
へ
９
月
28
日
必
着
で

使
用
で
き
る
よ
う
最
適
化
さ

れ
て
い
る
。

　

新
版
の
『
絵
で
見
る　

色

で
わ
か
る
歯
科
の
感
染
対

策
』
を
今
号
に
同
封
し
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
医
院
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

対
策
の
実
践
」
の
、
各
章
に

分
か
れ
、
器
具
の
種
類
、
具

体
的
な
手
順
、
使
用
す
る
薬

品
の
種
類
、
注
意
点
等
を
絵

や
図
表
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

付
録
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
や

医
院
の
清
掃
、
廃
棄
物
の
分

類
と
処
分
の
仕
方
、
消
毒
薬

の
種
類
と
そ
の
使
用
濃
度
な

ど
を
ま
と
め
て
い
る
。

的
な
考
え
方
を
示
し
た
ほ

か
、「
洗
浄
」「
消
毒
」「
滅

菌
」「
日
常
的
な
感
染
防
止

　

内
容
は
、
序
章
か
ら
５
章

ま
で
あ
り
、「
序
章
」
で
は

歯
科
院
内
感
染
防
止
の
基
本

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
、
２
０
１
８
年
歯
科
診
療

報
酬
改
定
で
院
内
感
染
防
止
対
策
が
歯
科
初
診
料
の
施
設

基
準
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
院
内
感
染

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
絵
で
見
る　

色
で
わ
か
る
歯
科
の
感

染
対
策
』（
14
年
発
行
）
を
、
６
月
に
改
訂
し
た
。

　

日
常
の
院
内
感
染
防
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
医
院
内
で

感 染 防 止
マニュアル

絵
や
写
真
で
解
説

分
か
り
や
す
い
と
大
好
評

法
律　

７
月
２
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

７
月
18
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

７
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

会
場　

保
険
医
会
館

※
事
前
予
約
制
で
す
。
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
１
回
30
分
。

無
料
個
別
相
談


